
マメ科植物は土壌微生物の根粒菌と共生し、大気中の窒素を固定して利用することができる。また、マ
メか植物は菌根菌依存度が高く、アーバスキュラー菌根菌（ＡＭ菌）と共生することにより土壌中の水
分やリンを効率よく吸収している。マメ科植物の生長には根粒菌との共生が不可欠であるが、根粒の生
長や窒素固定活性は水分やリン吸収に大きく影響されることから、ＡＭ菌との共生は根粒菌の共生系に
も大きく影響すると考えられる。
一方、国内のダイズ生産の約7割は水田転換畑で行われており、田畑輪換作付体系に組み込まれた形で
生産されているのが現状である。日本の主なダイズ生産地は、粘土成分を多く含むいわゆる重粘土壌に
分布している。重粘土の水田転換畑では、圃場の排水性が悪いためにダイズ根の伸長が抑制され、根の
養水分吸収活性が低下する。そのため、生育に必要な窒素源は根粒菌の共生窒素固定に強く依存してい
る。また、根域が狭いためにリン酸や水分吸収は、ＡＭ菌の共生状態によって大きく影響を受けている
と考えられる。従って、重粘土壌の水田転換畑においてダイズ生産性を向上させるためには、根粒およ
びＡＭ菌共生を最大限に生かすことが重要となる。
これまでの研究でマメ科の緑肥作物ヘアリーベッチを重粘土転換畑に植栽すると、土壌環境が大きく改
善され、大豆を増収できることを明らかとした。これは土壌環境とくに排水性などの物理性が改善され
るためと考えられるが、土壌環境変化が共生微生物に及ぼす影響やダイズの共生系への影響については
不明である。また、ダイズの栄養生理には様々な共生微生物が大きく関っていると予想されるが、それ
らの相互作用についてはほとんど明らかになっていない。本研究は、土壌環境変化が土壌中の共生微生
物（根粒菌とＡＭ菌）へ及ぼす影響を明らかにし、共生微生物の相互作用がダイズ栄養生理に及ぼす影
響を解明する。
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期待される成果・波及効果

これまで、共生微生物どうしの相互関係に関する知見はほとんどないため、それらを明らかにすること
は学術的に重要な知見となる。また、土壌環境変化が共生微生物に与える影響が明らかとなれば、それ
らの微生物を最大限に生かすための土壌管理技術を提唱でき、共生微生物を生かした農法の構築に大き
く貢献する。
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共生微生物と宿主植物の関係については多くの研究があり、遺伝子レベル・分子レベルの相互関係が明
らかになりつつある。しかし、共生微生物の土壌中での生態や共生微生物どうしの相互作用については
ほとんどわかっていない。本研究室では土壌環境を詳細に解析するテクニックがあり、植物や微生物を
取り扱う技術がある。また、実験室レベルの試験だけでなく、圃場レベルの試験も実施できる環境にあ
る。これらにより、共生微生物と植物の関係を多角的にとらえることができ、総合的な解析が可能とな
る。
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